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Abstract：The “future language classroom” is one which must incorporate the human educational 
process.  The practical structure of a “future language classroom” depends on three arguments of the 
structure in addition to a three-step model. I devised three requirements by applying three arguments 
of the structure as well as the three-step model to the language classroom. Three requirements are 
comprised of the classroom curriculum, individual standpoints, and valuable exchange activities. 
This paper demonstrates the effectiveness of these three requirements through analysis of practical 
examples.
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言語活動例が例示されたことと並行するように , 国語






































し , 前者は主体による問題意識喚起重視 , 後者は客観的
言語能力重視ととらえられがちである。



































　本来 , 学習の成立は , 客観性（「私－世界」関係）, 主





る物事 , 成立している事実 , そして一般的に承認されて
いる知識体系がこの項目に含まれる。
　主体性とは , 自己自身の内面である。ここには , 省察
や内省によってもたらされる知的な側面と , 感情や意
欲などの情意的な側面が含まれる。



















































































































































































































は , 日常生活における言語行為によって , 無自覚に活用
されている言語能力である。それらは , 国語教室にお








































































































































































ると ,「思考体制」とは , 学習経験とメタ認知との相互







である。「観点表」とは , 学習者の「方法的自覚」により ,
学習経験から抽象された「方法」「目のつけ所」である。































































































































































































































おいて , 無自覚に営まれている活動を言語化し , 集団で
の共有化を図ることは共通している。それぞれの次元

























































































































「疑問点」「考察」などを ,1000 ～ 3000 文字程度でま
とめていく。
　実践事例では , 小学校高学年における実践化を可能
にするため , Ｂ４サイズの白紙を用いて , 学習者は作品
の概要や自身の主張などを自由にレイアウトし出力し
ていくことを , 学習指導の工夫改善の主たる方策とし



















活動の工夫 , 指導の工夫に資する視座であり , 人間教育
の具現化に直結している。





2. 苦労させること , 我慢の機会を設定すること等
を通じて , 克己と自己統制の力を育成するよ
う , 活動の工夫 , 指導の工夫が必要である。
3. 自分自身の実感・納得・本音を大切にし , それ
を拠り所として考え , 判断し , 行動していく姿












































































































































































































































































くことを決め , 目的や意図に応じて , 書く事
柄を収集し , 全体を見通して事柄を整理する
 2. 自分の考えを明確に表現するため ,「ブック
レポート」全体の構成の効果を考える
 3. 事実と感想 , 意見などとを区別するとともに ,
目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書
いたりする
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　しかも ,「情報伝達のワザ」は , 要件①「教室カリキュ
ラム」（資料①参照）にあるように , ５月から６月にか










具体化する「情報伝達のワザ」の生成 ･ 確定 ･ 活用 ･
評価・自覚化である。
　テキストを理解 , 評価した内容や , テキストを自分の
経験と関連づけることによって得られた自分の主張な


















































　従って ,「情報伝達のワザ」は , 要件③「いいところ
見つけ交流活動」において ,「ブックレポート」に限ら



































































































　しかし , Ｍ児は , 挿絵の意味と効果については , 満足
のいく追求ができていないというとらえ方をしていた。
挿絵の意味に関する追求がもっと必要であるという自



















分である。Ｈ児は , クエとハマナスとを対比させ , その
意味について自分なりの解釈を自信を持って展開して
いる。教材文に添えられている８枚の挿絵のうち前の



























 項目 A　それは , 読む力が付いたから……
（読む内容や読み解き方について）



























る。つまり ,「付けたい言葉の力」の自覚化は , より強
固なものになっているということである。
　要件①「教室カリキュラム」は , この「付けたい言
葉の力」の獲得に向け , １学期では ,「時間の流れに注
意して物語の流れをとらえ , 最も強く語りかけてきた



















 ⑤自分の考えを簡潔に , かつ効果的に表現する方
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